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医学生・研修医のための腫瘍内科セミナー
MOS2025 in Summer

アンケート集計結果

Q1 参加種別
ｎ

医学生 43
初期研修医 20
専攻医 5
無回答 0
全体 68

Q1 医学生：学年
ｎ

1年生 0
2年生 0
3年生 3
4年生 9
5年生 19
6年生 12
無回答 0
非該当 25
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初期研修医

専攻医

無回答

0% 0% 4%

13%

28%
18%

37%

1年生
2年生
3年生
4年生
5年生
6年生
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Q2. なぜ，本セミナーに参加しようと思ったか。

・将来の進路の検討のため。
・研修施設や大学の先生、上級医、先輩、過去の参加者からの紹介、勧め（23）
・腫瘍内科の先生にすすめられて（3）
・友人に誘われたから（2）
・昨年高野先生からお誘いをいただいて。
・ホクトアプリで偶然みつけたため
・腫瘍内科に興味があったため。腫瘍内科について学びたくて（11）
・腫瘍内科の実習を通じて腫瘍内科に興味を抱いたため。
・腫瘍分野に興味を持っていたため。特に緩和医療や訪問診療など。
・腫瘍内科がどういう科か知りたかったから。実際のキャリアプランを知りたかったから。
・春MOSでご案内頂き、同志との交流が深められると思ったから。
・腫瘍内科に興味があり、在学時の腫瘍内科の先生にメールにてオススメされました。来年は進路選択の点で遅いかもと
思い、若干無理を通して参加しました。
・元々腫瘍に興味があった。お世話になった先生にご紹介頂き、今回参加させて頂く運びとなりました。
・案内を受けて、告知を受けて（3）
・SNSをみて
・JSMOで知ったから
・腫瘍内科に興味のある医学生から刺激を受けたかったから
・大学の講義で高野先生のお話を聞いて興味をもったため（2）
・武田教授にお誘いいただきました
・東海大学、血液腫瘍内科の扇屋先生より紹介があり、腫瘍分野に興味があったため。
・指導医の渡邉先生よりお誘いをうけたため
・誰もががんになる可能性のある現在、学んでおくべきだと思ったから。
・臨床実習で腫瘍内科を学ぶことができなかったため。書籍やサイトを通して腫瘍学を学ぶのが難しいと感じたため。
・自分が働いている病院には単独での腫瘍内科がなく、今回のセミナーに参加することで腫瘍内科医の仕事内容を
知りたいと思ったからです。
・腫瘍に対する治療に興味は元々あるものの、自分の中で何科になりたいのか、将来のビジョンがみえていなかったので
参加しました。
・I want to learn about the medical system in Japan and have connection with professors and 
doctors in this field.
・日本全国の腫瘍内科事情、腫瘍内科医とそれを目指す人達について知りたいと思ったから
・全国の腫瘍内科を目指す志高いメンバーと話してみたかったから
・腫瘍分野に興味がありましたが、腫瘍内科医がどんなことをしているのか理解を深めたかったです。
・消化器内科入局しており、腫瘍に興味がある為
・消化器内科志望で、消化器癌に興味があり腫瘍内科としての働き方に興味があったため。
・血液内科で研究を行っているため
・内科系に興味があったから。
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Q3. 講義について

Q3. ケーススタディについて

Q3. パネルディスカッションについて
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内容は理解しやすかった
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大変そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
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Q3. グループワークについて
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Q5. 開催時期について

Q6. 開催地について
n

適切である 63
変更を希望 4
無回答 1

・就職活動の時期とかぶるため5～7月上旬だと参加しやすいです。
・6年生が参加できないこともある
・5年生は丁度いいですが、6年生はマッチングで忙しそうなので、6月や5月などの方が…
・欲を言えば、三連休で実施できるのならば…
・6年生ですが、マッチングと被らないので参加しやすいです。
・7月初週（7月末はどの学年もテストがあり、名市大の人を誘いづらいため）

ｎ
適切である 63
変更を希望 4
無回答 1 93%

6% 1%

適切である

変更を希望

無回答

Q4. 時間について

72

67

42

8

12

39

4

2

2

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義

ケーススタディ

グループワーク

ちょうど良い もっと長いほうが良い もっと短いほうが良い

93%

6% 1%

1 適切である

2 変更を希望

2 無回答

・大変素敵な場所でした。ありがとうございました。
・時間がぎりぎりになってしまったので、空港にもう少し近いところだと嬉しいです
・空路での参加がやや不便です。湖に遊びに行く時間もさほどないため、空港が近い所の方が
良いと思います。
・空港からのアクセスがもう少し良い所がありがたいです。
・東京、日本全国からアクセスがいいので
・東京からもアクセスしやすかった。
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Q7.開催施設（びわ湖大津プリンスホテル）について
・とっても素敵なホテルで開催していただき、大変ありがとうございます。
・とても心地よく過ごせました。ありがとうございました。
・綺麗で良かったです。（7）
・とても綺麗なホテルでした！（4）
・すてきなホテルです。
・とても清潔で、ご飯も美味しく、部屋もきれいで、大変快適でした。ありがとうございました。
・とても綺麗なホテルでご飯も美味しくてとても楽しかったです。
・とても良いところです!!
・すっごくキレイで素敵なホテルで最高でした。
・過ごしやすく良い場所だと思う。
・素晴らしかったです。すごかったです…！過ごしやすかった。（2）
・とても快適な2日間を過ごすことができました。ありがとうございました。
・とても快適な2日間を過ごすことができました。ありがとうございました。
・The view, the service, the food  great! Thank you!
・夏のびわ湖の景色がとても素敵でした。
・景色がすごく良かったです。良い立地だった。（4）
・部屋からの景色がすてきでした。気持ちよく眠れました。
・寝具が最高でした
・浴場があれば良かったです。
・シャワーが弱い
・エレベーターが混む
・相部屋でない方が良かった（2）
・部屋にスリッパがあるとなお良かった。
・ツインルームではなく、シングルルームにできれば嬉しい。
・朝食は、飲み会の影響で食べられていません…

Q8. 本セミナーを他の人に勧めたいか。また、その理由

カテゴリー名 n
勧めたいと思う 65
勧めたいと思わない 1
無回答 2

96%

1% 3%

勧めたいと思う

勧めたいと思わない

無回答
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＜理由＞
・非常に勉強になったからです。（3）
・有意義でした。有益だった。（3)
・一緒に討論できて有意義だった。
・将来のビジョンに一味加わった感覚があるので。
・初めてPatient Journeyをつくって、患者さんについて深く考える機会を得られてとても良かったと感じたため。
・患者さんのお話も含め、大変有意義でした。
・癌患者さんの話を聞き、かつグループワークを通じて自分の中で解釈を深めることができたため
・先生方のキャリアパスの講義がとても興味深かった。
・勉強になった。キャリアの参考になった。
・様々な先生方のキャリアを知ることができるため
・すごく将来のためになって良かったからです。
・腫瘍内科のキャリアパス、先生方、学年が近い人にも会えるため。
・腫瘍内科の必要性を感じられたため。様々なキャリアの人と知り合えたため。
・アカデミアの先生に出会える。いろんな人に出会える。刺激を得られる。
・刺激になる。先輩の話を聞くことができる。先生とお会いできる!!
・普段出会えない人と出会える
・大変興味深く、様々な先生方とお話しできて、有意義だった。
・いろんな人と話せる、多様なキャリアを知れる
・同じ志や、自分の目指すキャリアパスを歩まれている先生とお会いし、お話を伺うことができる。
・様々なバックグラウンドをもつ方々と知見を共有できたため
・やる気のある学生や先生方と知り合える、いい刺激になった。
・全国各地の学生、研修医と交流できるので勧めたい
・仲間にたくさん出会えるから。
・やる気のある人に出会えたため
・全国各地の医学生・医師と交流できる
・人との縁が広げられて有意義だったから
・特に臨床修練中以上の学生に、医師としてどんな話をするかなど、具体的に話し合う機会があるから。
・参加者のみなさんレベルが高く、大変刺激を受けました。
・同世代の腫瘍内科に興味ある人と話せたのがよかったです。
・他の地方の方たちから話を聞けるのが刺激になった。
・自大学では腫瘍内科を目指している人はかなり少ないのでたくさんの同志と会えて嬉しかった。
・同じような境遇や思いの同世代の優秀な人と関われて良かった。
・全国の学生や先生と交流することでモチベーションがあがる
・同世代との交流
・コミュニティが広がりました。
・全国から集まる多様な学生、医師と生で話せる機会はとても貴重であり、横のつながりも構築できるから。
・日本全国の人や先生とたくさん話せる
・腫瘍内科を志望している人（同世代）がこんなに集まる機会は滅多にない、良いと思った。
・腫瘍内科を目指す上で有益
・腫瘍内科をそもそも知らない人もいるので。
・腫瘍内科の様々なキャリアパスを知れる。元々腫瘍内科を志望していなくとも、幅広い人が興味をもてる内容だと思った。
・腫瘍内科を知る足がかりにもなり、より深く知ることもできると思うから。
・腫瘍内科に対するイメージが変わりますし、勉強になり、楽しいセミナーなので、是非すすめたいです。
・腫瘍内科としてどのように異なる環境で働かれているかを一度に知ることができるため
・そもそも腫瘍内科とはどのような科かを効率的に学ぶことができるため
・全国各地から集まった先生方や学生と関わることができ、腫瘍に関する知識や理解も深まったから。
・腫瘍内科医の方々の熱い思いが感じられて、モチベーションが上がりました。
・とても手厚い
・がん治療に興味がある人には良いです。
・学生～研修医には勧めたいと思う
・楽しかったから
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Q9. セミナー前後での腫瘍内科に対する認識について

＜変わらない＞
・良い意味で印象通り、患者第一
・もともと良いイメージだったから。
・もともと優秀な先生が腫瘍内科を選択されるイメージでした。先生方や学生さんとお話して変わらずです。
・変わらず魅力的

＜変わった＞
・一言で腫瘍内科医といっても色々な働き方があるのだなと思いました。
・ガイドラインを読んでその通りにすればいいと思っていたが、根拠となる論文を読んで、治療上で注意する点を自分で
読みとる必要があるとわかったから。
・様々なキャリアがある
・薬に詳しい人から、司令塔に近い人というイメージになりました。一方で、AIに負けるかもしれない診療科と思います。
・アカデミックな世界で活躍されている先生方にお会いできて、刺激をいただきました。
・より具体的になった
・市中病院の話なども聞けて良かった
・臨床研究を想像より行っていた。
・自大学の腫瘍内科に対するイメージしかなかったが、かなり肉付けされていろいろな選択肢を知ることができた。
・ぼんやりとしたイメージが少し具体的になった。
・より強く、腫瘍内科の魅力を感じた。
・開業という観点は今までなかった
・腫瘍内科を選択したら、開業できないと思っていた。
・在宅医療でがん治療ができることにおどろきました。
・患者に対する熱い思いを感じることができた
・先生方と距離が近く、様々なお話しができたから。
・具体的な働きを知れた
・腫瘍の世界に見られるようになった。
・臨床を市中でがっつりしている人がいたり、研究に専念している人がいたり、思ったよりバラエティー豊かなんだなと思った。
・色々な腫瘍内科の形を知って驚いた。

4

3

3

3

1

1

1

0

17

5

9

8

22

24

26

27

22

33

27

28

2

2

2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

腫瘍内科医を将来の選択肢

腫瘍内科への魅力

がん研究への興味

がん治療への興味 前より大変弱くなった

前よりやや弱くなった

前と変わらない

前よりやや強くなった

前より大変強くなった

無回答

Q10. セミナーを受講して腫瘍内科に対するイメージは変わりましたか

71%

22%

7%

変わった

変わらない

無回答

ｎ
変わった 48
変わらない 15
無回答 5
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＜変わった＞ つづき
・薬物治療の専門的なところを担っているというのがわかった。
・患者さんに寄り添う姿勢を学べた。
・患者の人生を診るという言葉が心に響いた。
・割と臨床の面が強くて驚いた
・意外と深いなと思ったから
・具体的な内容までをよく知ることができた。
・実際のキャリアを聞き具体的なイメージが持てた。
・様々なキャリアパスを知ることができた。
・身近な腫瘍内科の先生しか知らなかったが、色々なキャリアパスを知り、より将来像がクリアになった。
・想像よりも幅広く、横断的に様々な臓器を扱っていて、みりょくを感じています！
・元々、疾患ではなく人全体をみるところが魅力の科だと思っていたので、そのイメージがより強固になりました。
・以前から魅力に感じていた部分は変わらず魅力的だと思っています。
ただやはり病棟での研修などを経ないと分からない部分も多いなと感じました。腫瘍内科の研修が楽しみになりました。
・ケモ以外の部分も重要なことがよくわかった
・全疾患に対して行うので、とても大変だしやりがいがある診療科だと思いました。
・基礎研究に取り組まれている先生もいると知り、刺激を受けました。
・より詳しく調べることで身近になった。
・今まで腫瘍内科というのは、がん治療・がん研究を行うというイメージが強く、大学病院での働き方しか知らなかったのです
が、がん治療を通じて、患者さんの人生にも関わって来る、患者に寄り添うというイメージが得られました。
・がんを扱うため、暗いイメージだったが、案外あかるく前向きであることを知った。
・アカデミアから市中病院まで多様な働き方を知ることができた。
・化学療法のプロというイメージだったが、様々な分野の専門性があることや、様々な働き方があることを知ることができた。
・具体的な内容や患者さんとの関わり方についてしっかり考えることができたため。
・受講前よりも、患者さんと対話する機会が多い医師なのだとわかりました。
・今までは講義の中でふと「個別化医療」という単語を耳にしてきましたが、腫瘍内科ではいかにそれを実践しているかを知
ることができました。
・私が通う大学にはまだ腫瘍内科の先生が来られて数年しか経っておらず、ほとんどイメージの無い状態でしたので大変勉
強になりました。
・病棟では完治できない方々のケモ中心だが、開業や治療、研究など様々な角度から腫瘍内科の魅力を知ることが
できた。
・セミナーに参加するまでは、腫瘍は個々の内科がみるものだと思っていたが、腫瘍内科という領域があることが分かった。
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Q11. その他，セミナー全体に対するご意見・ご感想

・はじめての滋賀でしたが、MOS春2025にひきつづき大変興味深い時間でした。ご準備いただいた皆さま、ありがとう
ございました。
・たくさんの先生方のお話をお伺いできて、将来のビジョンが広がった。
・セミナーを通して、自分の想像する癌患者さんの思いに対し、実際の患者さんの思いを比較することができ、とても
有意義な時間を過ごさせて頂きました。
・藤田さんのお話はとても感じることが多く聞けて良かったです。
・Thank you so much for giving me this opportunity. I was impressed by how knowledgeable 
the doctors are and how much they care about the students.
・思っていたよりも、何倍も濃い内容で、本当にアツい2日間でした。全国の医学生や研修医の先生にお会いしてお話で
きて良かったです！
・チームの方と仲良くなれて良かったです
・とても良い刺激になりました。原発不明がんや希少癌のケーススタディがあっても面白いかと思います。自分の興味のある
分野を知れて良かった。
・セミナー全体を通しての目標、小目標を明らかにして共有するともっと分かりやすいと思う。
・グループワークはBPSのうち、PとSを重視した内容であったが、個人的にはガイドラインや論文を読んで治療法を模索する
ようなBiologicalな方面で行いたかった。
また、腫瘍内科を専門としない腫瘍に関わる医師・医学生のための学びとなるような内容を考えていただきたいと思った。
・女性キャリアのご講演は、リアルである一方、女性はライフイベントにより、キャリアが限定されるのかなと、少し悲しくなりま
した。環境が変化していくことを期待しています。
・パネルディスカッションは興味深いお話が多く、もっと多くの先生のお話を伺いたかった。
・グループワークでは、同年代の先生方から沢山刺激を貰いとても勉強になりました。課題の自由度が高く難しく感じる部
分もありました。
・なかなか色々な施設の先生方にお会いできる機会はないと思うので、もう少し腫瘍内科の先生方のお話を聞く時間が
あれば良かったなと感じています。
・各施設の宣伝やいろいろなテーマごとにブースで話を聞くなどの時間があっても良いのかなと思います。
（グループワークを完成させるのに精一杯であまり聞きたいことが聞けず、不完全燃焼な感じもしています。）
・スライド作成は本当にギリギリで終わる時間設定でした。しかし、時間が限られている分、活発な議論になったのかもとも
思いました。
・びわ湖探索とかの周辺の観光時間が持てたら嬉しい。
・面白かったです。会場が寒すぎて内容に集中できなかったので改善お願いします。
・あえて2グループでの活動をすることができれば、より多くの人とつながれるかも。
・スケジュールがかなりタイト（特にグループディスカッション）だった。昼食の時間を削ってももう少し議論したかった
・同じグループの人以外とあまり交流する機会がなかったので、部屋は別グループの人などで交流の機会が増えたらいいな
と思った。
・もう少し、短く集中しても良い。
・全体的に時間的余裕がなく、忙しかった。
・グループワークのまとめ時間が短い。
・グループワークの時間がタイト。
・グループワークはあまり楽しくないです。
・もう少し時間が欲しい。パワーポイント作成の時間が足りなかった。
・相部屋でない方が良かった
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・がん細胞やがん微小環境といった、がんの病態を理解するための教材や資料を公開していただけるととてもありがたいと
思います。
・標準とする教材があれば、腫瘍内科に対する理解が深まり、腫瘍内科を志望する人が増え、さらにがん診療の質の
向上、均てん化の助けにもなるのではないかと考えました。
・良い先生が多かったです。留学経験もおききしたかったです。
・ZOOM等でオンラインで学生や研修医向けにがん薬物療法を学ぶことができるプラットフォームがあれば、地方でも
頑張れると思います。
・春の学会で、学生ももっと参加したいです。じっくり見てまわりたいです。
・学生が参加できるセミナーを企画してくださって、ありがとうございました。
・公式Xわかりやすいので、続けてほしいです。
・今回入れるのが良かったです
・貴重な機会をいただきありがとうございました。大学で腫瘍内科の魅力を伝えます。
・2次会を強くすすめるのはちがうと思います。逆にマイナスの印象を持ちうるかなと思いました。

Q12. 日本臨床腫瘍学会に対するご意見・ご感想
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